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オブザーバー視察について
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外部オブザーバーによる現地視察について（経緯）
【外部オブザーバーに関する検討経緯】
○第37回協議会：H26.8.29

管理目標WGのメンバー以外にも、いろいろな人にオブザーバー参加を呼びかける。
○ 第41回協議会：H27.12.7

外部のオブザーバーの参画･･･一般の方々から見た太郎右衛門地区の魅力と活用の可能性を考えるため、外部オブザーバーに現地を見ていただく。あわせて、
オブザーバーに現地を紹介するため、協議会委員に現地の「良いところ」に関する情報アンケートを実施する。
→ 外部オブザーバーについては、参考となる意見がいただけると思われるので、委員会の提案どおりに現地視察を実施する。また、そのために必要な情報収集

を目的とした協議会委員および知己を対象としたアンケートの実施を了承する。オブザーバーの選定や実施日の設定は維持管理・環境管理専門委員会で対応す
る。
→ 今のイベントはコストがかかりすぎている。維持管理・環境管理専門委員会で実施予定のオブザーバー視察における意見も参考にして、誰を対象に何をする
かを考えて、事務局に頼りすぎず、各委員の自力で可能な内容を実施したい。

○「良いところ」に関するアンケートを実施し、結果をとりまとめて報告済み：第42回協議会：H28.3.17

○第16回維持管理・環境管理専門委員会
オブザーバー視察は、謝金や旅費の必要のない候補を、委員長と事務局で確認した上で、協議会に提案する。なお、視察は1人・1回ということではなく、その時々
にテーマを設定して何回か実施することを想定する。

○第17回、第18回維持管理・環境管理専門委員会
旅費、謝金等の費用がかからない候補として、ＪＴＢ、ミズベリング、埼玉応援団に聞いてみる。
→ ＪＴＢ、ミズベリングは費用がかかる。【埼玉応援団（コバトン倶楽部） - 埼玉県】については、応援の主旨を考慮し、協議会委員から聞いて頂く。
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○第19回～第21回維持管理・環境管理専門委員会

本委員会では、「ミズベリング」の関係者のうち、国土交通省関係者は「外部」に沿わないとして対象外としていたが、第44回協議会でミズベリングの本省河川環境

課のご担当は外部視点をお持ちであるのでまずは対象としてみてはどうかという意見が出された。しかし、委員会ではやはり国土交通省関係者以外の方を優先
で考える方針となり、委員長・事務局で候補者を検討することとなった。

○第22回～第24回維持管理・環境管理専門委員会

事務局が旅費・謝金を支出することも含めて、声をかける方の候補を再検討して実施することとし、候補は、委員の意見を踏まえ、委員長・副委員長・事務局で対
象者を考えることとなった。
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実施計画範囲
整備地
基本ルート想定
看板設置箇所(案)

【延命地蔵尊】
・上池の眺めが良い。
・過去、料亭があった。
・延命地蔵は、江戸時代の石橋供
養（橋の竣工記念と安全祈願）が
起源である。

【荒川から見た富士山】
冬季に見える雄大な富士山

【下池側のハンノキ林】
ハンノキの老木と若木のコ

ントラストが綺麗

【下池・最下流側（ﾗｼﾞｺﾝ場）】
四季を通じて静かな場所

【中池の上流側（ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ）】
四季を通じて静かな場所

【堤防上・下池入口側】
堤防の土砂備蓄地の雑

木林の紅葉

【横堤からの上池】
希少植物が生育する氾濫原
の湿地

【横堤からの中池】
静かな水面

【中池の河畔林と池】
静かな水面と河畔の植物
帯

【整備地】
整備した湿地

【湿地】
モトクロス場跡地の湿地

【下池の池】
静かな水面

【ハンノキ林】
明るいハンノキ林

【河畔林】
多様な樹木

【中池の田園】
田園風景

素材マップ ※「良いところ」のアンケート回答をもとに作成


